










































































































形成を自指して行われるものJ(塚田， 1987， p. 224)である。読書指導は， 1究極のところでは
豊かな人間形成という意味で，今の子どもの生活を充実させ，社会的な適応詑力の向上を図るよ
うな読書活動，読書生活を白指したものJ(笠井， 2001， p.290) になる口そのため， 1 ~ll番の
コードが読書指導にあてはまる。
読書指導の中でコード数が10を越えるものには， r 1.読書への動機付け」がある。1-{読みき
かせ〉は，読書への扉をlifきますj(波木井， 2006， p. 10) ， 1読み聞かせは読書の世界へのいざ
ないであるj(1¥島田，2003， p. 9)， 1読みきかせjは，読書への近道であり，読書意欲を高める
最高の方法である。これは，読書指導に取り組んだ多くの同人の誰しもが考えるところである。j
(板橋，1989， p. 66) という語りに見られるように，それは「扉を開く j1いざないj1-近道jな


















r7Jのイ1長・ 獲得jの内容を見てみよう D 物事をイメー ジする 112.想像力Jと， 物事を創 り
出す 113.創造力」の伸長・獲得につながることが指摘されている。そして， 14-.開く力j，そ
れと対になる 115.話す力」も養われるとされる。加えて， 116.考える力j，物語を聞く中で筋















んだ聞き手は 132. 聞き手から読み手への変容jをしようとするし 低学年の児童にとっては
133. 語り ら書き言葉への移行Jを手助けするものになる。他にも， 134. 自 ?? っ? ?
上jや，読み間かせを通して「自分が世界の中で生きていくときに地図を得るj 本，1992，p321)










3. 1. 2 教師にとっての意義
読み聞かせは子どもにとって意義があるものだと語られるだけではなく，教師にとって
あるものとしても語られていた。読み聞かせを通して教師が 1-47.子ども文化の学習」をするこ
とや，読み間かせが 148. 学殺経営の円{'~イヒj に一役員うこと。そして， 1教師という職業は，こ
とばでしゃべることによってほとんどなりたっているj(石川， 2013， p.40) ことから読み聞かせ
を通して比9.力量の向上」に繋がるものであり，子とともだけではなく教師の '-50.
向上」にも役立っていることが指摘されていた。





(p. 75)だとする。平)1 (2007) も， 1私は，学級担任の行う読み関かせのねうちを，つぎのよう
に考える。(中I各)他の学習では体験できない空間と時間のひととき~自由な雰IHl気・楽しい・教
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3. 1. 4 教師と家庭にとっての意義
において行われる読み間かせではあるが，その活動を中心として学級だよりを発行し， 1本
を通じて家庭との連絡が密になった(中1 I告)保護者からも本についての問い合わせや情報が入っ
てくることがあり，家庭と連携して「読み聞かせjができるよさがあるJ(笹倉， 2000， p. 75) と
いった教linと家庭の 153.関係の構築Jに繋がるという意義を見出すことができた。






















他にも， 1高学年のお母さんが子どもに「挨拶されて嬉しかったJとか 「中学生に， 大きくなっ
たねと気楽に話しかけることができますjなどと，地域での子どもとの関わりにも発展した実践j
(波木井，2006，p. 132)になる例や， 1街中で出会ったときなどに， Jj{ずかしそうにしながらもシ
ニアボランテイアに声をかける生徒J(植田・牧野，2010，p. 50)がし 3る例など，ボランティアと
子ども の 165.地域での関わ りに発展Jするという 意、義， その状態に至らないまでも， 166. 関
係の構築」につながるという意義を見て取ることができた口












そして，読み問かせを通して読み手と聞き手で 170.物語世界・価値観を共有する」こと， 171. 
読み手と開き手が学び合うj機会になるということ，本を物理的に間に挟むことで， 直接的なコ
ミュニケー ションの前の 172.コミュニケーションのウォーミ ングアッ プjになるということ，
173. 人と人と の関係を構築するJものであるという ことが語られていた。
3. 2 意義の根拠と語り手の特徴
本項では，コーデイングを行った書籍の中で複数司，読み聞かせの意義の直接的な根拠として
挙げられた文献を指摘する (3. 2. 1に該当)九O 次に，語り手の虜属属iJIパ'1性|
会や学会に所属しているカかミ)に着自し，その特徴を指t摘[高詰する(は3. 2. 2に該当)。




番， 33番， 35番の言説で意義の根拠とされ， rクシュラの奇跡Jは11番， 15番の言説で根拠とさ
れていた。なお，それぞれの言説の根拠になった表現を調べてみると，その表現同士の重なりを













































ラの奇跡f' と， “ジム ・トレリース (1988)r読み聞かせ この素晴らしい世界f'である。ただ
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